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この機関紙は、赤い羽根共同募金の配分金の一部で作成しました。

天神山の しだれ桜
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問い合わせ　築上町社会福祉協議会　電話0930-56-2223

ちくじょう

開催のお知らせ
子 食堂ども

　長引くデフレ経済下で、非正規雇用が増え、給与水準の低下等による
相対的貧困率の高さが問題となっており、子育て世代の所得の減少・格
差により子供たちを取り巻く環境は厳しい状態です。さらには、共働き
家庭の増加、核家族化の進行により、子どもたちの孤食が増え、コンビ
ニ弁当や菓子パン、お菓子で済ます子ども、１日１食で済ませる子ども
たちが増えています。子供たちの成長にとって、食事が持つ意味合いは
とても大きなものです。誰かと一緒に食べる、地域の方に見守られる。
食を通じてのふれあいの場は重要です。
　そこで、当社協では育ち盛りの子供たちの「食」を地域で支えあって
いくことの場、誰もが気軽に立ち寄れて、食を通じてのふれあうことの
できる場として　こども食堂を開催することとなりました。

趣旨

開催日 平成29年5月26日(金)  16:00～19:30

場　所

こども食堂の運営にあたって

築上町椎田社会福祉センター「自愛の家」

食事料金 小学生 100円　中高生 200円
大　人 300円

大人以外は調理、配膳、片付けなどの
お手伝いをしてくれたら無料

地域のみなさまのご協力なくしては、成り立ちません。そこで運営に賛同し、
お手伝いしていただける方を募集します。

お手伝いの内容として
食事の準備、片付け、宿題を教える等。また参加はできないが、食材の差し
入れ、お菓子の差し入れ等、物質的なお手伝いも大歓迎です。
みなさまのご協力をお待ちしています。

（ （
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平成29年度
築上町社会福祉協議会事業計画・予算

♦重点的に取り組む事業
個別課題への対応の強化
・生活困窮や社会的孤立、買い物弱者、移動弱者、制度の狭間の問題など、
　地域に取り残されている生活課題への取組
・新たな福祉サービスの開発、支援（子ども食堂、学習支援）

・町内の社会福祉施設との連携・協働
・住民の自主活動や、事業、サービス、予防、増進活動の支援
・地域ぐるみの支えあいの仕組みづくりの支援として、研修会の開催
・地域包括ケアシステムの方向性や社協の役割について行政と協議
・日常生活支援事業の拡充

地域福祉における総合相談、生活支援体制の強化・確立

会費収入
寄付金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
介護保険収入
受取利息配当金収入
その他の収入
収入合計
人件費及び事務費支出
事業費支出
助成金支出
支出合計
資金収支差額
サービス区分間繰入金収入
その他の活動収入計
サービス区分間繰入金支出
その他の活動による支出
その他の活動支出計
その他の活動資金収支差額

3,000
2,730
53,044
141,771
16,041
13,326

3
30

229,945
150,586
76,671
2,163

229,420
525
1,267
1,267
1,267
3,173
4,440
△3,173

平
成
29
年
度
　
築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会
予
算

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入
の
部

収
入

支
出
の
部

支
出

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

区分 勘定科目大分類 金　額 備　　　　　　考

築上町社会福祉協議会
社協とは…社会福祉法第 109条に規定された地域福祉を推進する民間団体です。
　具体的な事業として、高齢者や障がいを持たれている方の生活を支援するホームヘルパーサービスや介護に関する相
談、配食サービスをはじめ、車いすの貸し出し、介護用電動ベットの貸し出し、高齢者等の見守りネットワーク事業、
ボランティア活動の支援、児童青少年福祉、母子父子福祉等さまざまな分野での事業を行っており、地域の皆様や民生
委員・児童委員、社会福祉施設・社会福祉法人等の社会福祉関係者、保健・医療・教育などの関係機関の参加・協力の
もと地域福祉の増進に取り組んでいます。

児童青少年福祉事業

高齢者福祉事業

共同募金

障がい者福祉事業

単位：千円

29年度の会費収入。
一般寄付、香典返し。
社会福祉事業に対する補助金及び県共同募金会からの配分金収入。
築城・椎田センター・児童館管理料及び在宅サービス委託料等。
食の自立支援事業、築城・椎田センター入浴料等。
介護保険のサービスを提供した収入。
預金利息。
自動販売機手数料、常設バザーの収入等。

職員人件費及び事務的経費。
介護保険事業及び町受託事業、地域福祉事業等の事業経費。
各種団体助成金等。
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広報部会
より

　

い
ろ
ん
な
異
称
を
持
つ
豆
で
す
。
中
国
地
方
で
は
夏
豆
、
駿
河
か
ら
伊

豆
へ
か
け
て
は
、
五
月
豆
、
畿
内
で
は
大
和
豆
、
相
模
で
は
冬
植
え
る
か

ら
冬
豆
、
房
総
で
は
雪
割
豆
。
一
寸
豆
と
い
う
呼
び
名
も
珍
し
く
な
い
。

ビ
ー
ル
の
季
節
に
欠
か
せ
な
い
も
の
の
一
つ
で
す
が
、
枝
豆
に
比
べ
て
出

回
る
期
間
が
短
い
だ
け
に
か
え
っ
て
印
象
は
強
い
。
ゆ
で
た
て
の
若
い
蚕

豆
に
パ
ッ
と
塩
を
振
っ
て
冷
め
な
い
う
ち
に
頂
く
と
、
今
年
も
も
う
す
ぐ

夏
が
来
る
と
思
う
。

　

蚕
豆
は
、
遠
く
ペ
ル
シ
ャ
か
北
ア
フ
リ
カ
あ
た
り
か
ら
中
国
経
由
で
ず

い
ぶ
ん
昔
に
日
本
に
入
っ
て
来
た
ら
し
い
。
聖
武
天
皇
の
時
代
と
い
う
説

や
、
慶
長
年
間
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。
九
州
で
は
中
国
伝
来
の
豆
と
い
う

意
味
か
唐
豆
と
呼
ん
で
い
る
。

　

ソ
ラ
マ
メ
と
い
う
名
の
由
来
は
ま
た
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
こ
の
豆
の
皮
の

色
が
ち
ょ
う
ど
五
月
の
空
を
見
る
よ
う
だ
か
ら
と
か
莢
が
空
に
向
か
っ
て

つ
く
か
ら
だ
と
か
、
養
蚕
の
時
期
に
こ
の
豆
も
熟
す
る
か
ら
と
か
本
当
の

と
こ
ろ
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

「
和
漢
三
才
図
会
」
と
い
う
古
書
で
は
蚕
豆
の
こ
と
を
「
子
孫
繁
昌
草
」

と
記
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

豆
類
は
ど
れ
も
そ
う
で
す
が
、
良
質

の
蛋
白
質
に
富
み
ビ
タ
ミ
ン
類
も
B1
、

B2
、
Ｃ
な
ど
が
多
く
、
食
べ
れ
ば
ス

タ
ミ
ナ
充
実
、
活
力
旺
盛
、
子
孫
繁

昌
の
源
と
の
こ
と
。
蚕
豆
ご
は
ん
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

青
葉
若
葉
の
さ
わ
や
か
な
季
節
で

す
。
お
元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

（
文
と
イ
ラ
ス
ト
）

　

広
報
部
会　

大
森
キ
ヨ
子

蚕 

豆
そ
ら
ま
め

五
月
皐
月　

一
年
中
で
緑
が
一
番
美
し
い
季

　

新
緑
の
映
え
る
清
流
の
川
魚
や
初
鰹
、
新
茶
、

　

野
菜
の
し
ゅ
ん
、
旬
で
楽
し
い
季
節
。

　

講
師
は
、
日
本
防
災
士
会
福
岡
県
支
部
事
務
局
長　

黒
田
清
利

氏
、
金
ヶ
江
芳
彦
氏
の
２
名
で
、
「
災
害
か
ら
学
ぶ
自
助
・
共
助

で
防
災
対
策
〜
災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
〜
」
と

い
う
演
題
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

形
式
で
行
わ
れ
、
講
師
の
出
さ
れ
る
カ
ー
ド
を
も
と
に
「
災
害
に

対
し
て
日
頃
か
ら
備
え
て
い
る
も
の
」
「
地
域
の
避
難
場
所
」

「
自
分
の
情
報
の
伝
達
」
等
グ
ル
ー
プ
で
意
見
を
出
し
合
い
討
議

し
、
自
助(

自
分
を
助
け
る
・
助
か
る
方
法)

共
助(

情
報
の
共
有
、

見
守
り)

互
助(

お
互
い
に
助
け
合
う)

近
所
の
助
け
合
い
の
具
体
的

な
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

次
に
講
師
は
防
災
隣
組
十
則
と
し
て

　

❶ 

ほ
ど
ほ
ど
の
距
離
感

　

❷ 

困
っ
た
と
き
に
は
お
互
い
様
の
心
を
持
つ

　

❸ 

挨
拶
は
先
手
必
勝

　

❹ 

気
持
ち
の
良
い
前
向
き
な
挨
拶

　

❺ 

行
事
に
は
積
極
的
に
参
加

　

❻ 

欲
張
ら
な
い
で
身
近
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
や
る

　

❼ 

回
覧
板
は
顔
を
見
て
挨
拶
し
な
が
ら
手
渡
し
を

　

❽ 

い
ざ
と
い
う
と
き
に
た
め
ら
わ
ず
に
積
極
的
に
声
掛
け

　

❾ 

安
否
確
認
チ
ー
ム
を
組
む

　

10 

で
き
る
人
が
で
き
る
と
き
に
で
き
る
こ
と
を
自
分
か
ら
楽
し

　
　

 

ん
で
や
る

　

を
提
唱
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私

も
こ
の
十
則
に
あ
る
、
10
で
き
る

人
が
で
き
る
と
き
に
で
き
る
こ
と

を
自
分
か
ら
楽
し
ん
で
や
る
こ
と

を
実
践
で
き
た
ら
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
金
ヶ
江
氏
が
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
弾
き
語
り
で｢

こ
の
町
で｣

と
い
う
曲
を
演
奏
さ
れ
、
優
し
い

心
持
ち
に
な
れ
、
災
害
に
対
す
る

認
識
を
新
た
に
す
る
こ
と
の
で
き

た
講
演
会
で
し
た
。

さ
つ
き

す
る
が

か
ら
ま
め

さ
や

わ 

か
ん 

さ
ん
さ
い  

ず   

え

と
き

自愛の家にて開催された
　福祉入門教室に参加しました。

広報部会　畦津 多惠子

３月18日
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寄
付
金
の
お
礼

築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
芳
情
に
対
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
浄
財
は
、社
会
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
さ
れ
た
場
合
は
、所
得
税
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
（
平
成
29
年
２
月
18
日
〜
平
成
29
年
４
月
20
日
受
付
分
ま
で
掲
載
）

香
典
返
し

◆
椎
田
地
区

〔
湊
　
南
〕上
　
田
　
博
　
行
　
様（
亡
母
　
芳
子
様
）

　
　
　
　
真
　
﨑
　
恒
　
子
　
様（
亡
夫
　
純
一
様
）

〔
湊
　
北
〕鬼
　
頭
　
英
　
雄
　
様（
亡
母
　
郁
子
様
）

　
　
　
　
則
　
行
　
カ
ズ
ヱ
　
様（
亡
夫
　
義
正
様
）

〔
椎
田
中
〕武
　
田
　
俊
　
子
　
様（
亡
夫
　
喜
久
男
様
）

〔
椎
田
西
〕古
　
賀
　
浩
　
史
　
様（
亡
父
　
正
助
様
）

　
　
　
　
西
　
村
　
雅
　
之
　
様（
亡
母
　
千
代
子
様
）

〔
宇
留
津
〕前
　
田
　
幸
　
江
　
様（
亡
夫
　
和
美
様
）

　
　
　
　
松
　
田
　
洋
　
一
　
様（
亡
母
　
美
代
子
様
）

〔
今
　
津
〕西
　
田
　
紀
　
生
　
様（
亡
妻
　
ハ
ル
ヨ
様
）

　
　
　
　
深
　
江
　
ア
サ
子
　
様（
亡
夫
　
勝
様
）

〔
坂
　
本
〕吉
　
森
　
典
　
子
　
様（
亡
夫
　
政
和
様
）

〔
真
如
寺
〕有
　
野
　
　
　
進
　
様（
亡
母
　
マ
サ
ヨ
様
）

〔
福
　
間
〕永
　
尾
　
浩
　
樹
　
様（
亡
母
　
房
子
様
）

　
　
　
　
森
　
　
　
定
　
信
　
様（
亡
妻
　
美
芳
子
様
）

◆
築
城
地
区

〔
松
　
丸
〕末
　
松
　
ツ
ヤ
子
　
様（
亡
夫
　
義
徳
様
）

〔
上
深
野
〕髙
　
山
　
生
　
子
　
様（
亡
夫
　
五
郎
様
）

〔
下
香
楽
〕西
　
畑
　
　
　
誠
　
様（
亡
父
　
寛
美
様
）

〔
安
武
第
四
〕石
　
井
　
倫
　
子
　
様（
亡
母
　
奥
富
美
子
様
）

〔
下
小
山
田
〕井
　
上
　
好
　
子
　
様（
亡
夫
　
善
夫
様
）

〔
広
　
末
〕稲
　
田
　
勝
　
義
　
様（
亡
母
　
和
子
様
）

〔
上
築
城
〕田
　
村
　
睦
　
子
　
様（
亡
夫
　
和
紀
様
）

　
　
　
　
中
　
畑
　
美
知
子
　
様（
亡
夫
　
博
文
様
）

　
　
　
　
田
　
村
　
順
　
一
　
様（
亡
母
　
ミ
ツ
子
様
）

〔
下
築
城
〕中
　
原
　
ま
ゆ
み
　
様（
亡
母
　
春
子
様
）

〔
上
別
府
〕奥
　
畑
　
和
　
久
　
様（
亡
母
　
壽
子
様
）

　
　
　
　
則
　
元
　
　
　
誠
　
様（
亡
母
　
ア
キ
ヱ
様
）

〔
下
別
府
〕山
　
中
　
　
　
正
　
様（
亡
母
　
春
江
様
）

　
　
　
　
進
　
　
　
直
　
貴
　
様（
亡
母
　
ミ
ツ
子
様
）

〔
弓
の
師
〕神
　
﨑
　
千
惠
子
　
様（
亡
義
母
　
フ
サ
ヱ
様
）

〔
船
　
迫
〕白
　
川
　
義
　
之
　
様（
亡
父
　
義
雄
様
）

◆
町
外

〔
行
橋
市
〕古
　
畑
　
義
　
英
　
様（
亡
母
　
ヱ
イ
子
様
）

〔
福
岡
市
〕柞
　
木
　
　
　
忍
　
様（
亡
母
　
北
川
光
江
様
）

◆
一
般
寄
付

　
實
成
寺
寒
修
行
団
　
様

親子わくわく電波教室
おや　　こ でん　  ぱ    きょうしつ

　ラジオ工作を通して、電波に関する知識を学ぶとともに無線に興味を持ってもらい、

災害時においてラジオや無線の大切さを知ってもらうことを目的に開催します。

日　時：平成29年６月３日(土)13：00〜14：30

会　場：築上町児童館　学童保育室

対象者：町内小学５〜６年生の親子20組（定員になり次第締め切り）

申込み：5月1日(月)から5月19日(金)までの間

　　　　(日祝を除く10：00〜17：00）

　　　　電話にて申し込みを受け付けます。

講　師：電波適正利用推進員

　　　　日本アマチュア無線連盟　福岡県支部役員

　　　　日本アマチュア無線連盟　築城クラブ会員

主　催：総務省　電波適正利用推進協議会

共　催：社会福祉法人　築上町社会福祉協議会

参加費無料

●申し込み・問い合わせ
築上町児童館 ☎0930-57-4300
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例
年
に
比
べ
、
ゆ
っ
く
り

と
開
花
し
た
今
年
の
桜
の
花

も
終
わ
り
、
一
年
中
で
一
番

緑
の
美
し
い
季
節
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
制
度
を
大

き
く
改
革
す
る
法
案
が
平
成

28
年
３
月
31
日
に
国
会
で
成

立
・
公
布
さ
れ
、
改
正
社
会

福
祉
法
が
平
成
29
年
４
月
１

日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会

定
款
も
改
正
さ
れ
新
し
い
体

制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
も
読
み
や
す
い
社
協
だ

よ
り
を
お
届
け
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
ご
希

望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

男性料理教室
　受講者募集

場　所：築上町築城保健センター「チアフルついき」

対象者：町内にお住いの６０歳以上の男性の方

定　員：２５名(定員になり次第締め切らせていただきます)

参加費：３,０００円（研修費）

講　師：中川　文子 (築上町生活学校)

急に１人暮らしになった
ときの食事、男性のあな
たはどうしますか。
簡単でおいしい料理を楽
しみながら作って
みませんか？

全９回　午前10：00～午後12：00
※講師の都合により日時の変更がある場合もあります。

平成29年5月～平成30年3月までの第3火曜日日時

■申し込み期間：平成29年5月1日～平成29年5月19日まで(土・日・祝日を除く8：30～17：00)
■申し込み・お問い合わせ：築上町社会福祉協議会　☎（56）2223へお申込みください。
　※なお、過去3回受講された方も参加受け付けますのでご連絡ください。

5月27日(土)　10：30～13：30(受付10：00～)
スパークついき(雨天決行)
1人　500円
築上町社会福祉協議会　電話：56－2223／FAX：56－2244
5月23日（火）まで電話もしくはFAXにてお申込ください。

日　時
会　場
参加費
申込先

笑顔でふれあい
　ワークショップ参加者募集

ハンディキャップのある人やない人がお互いを知り合うための
集まりです。ＢＢＱなどで、みんな一緒に楽しみましょう。
いろいろな人と出会いたい方、皆さまの参加お待ちしています。

広
報
部
会
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田
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代

編
集
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築
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ちょっと早い
　　夏祭りでＢＢＱ


